[bookmark: _GoBack]－SPC委員会平成30年度活動報告／令和元年度活動予定－

血管バイオロジー部会：部会長　久保田　義顕

平成30年度活動報告
· SPCシンポジウム「リンパ管形成の制御機構と病態－Regulation of lymphatic vascular development and related pathological conditions－」の実行とまとめ

令和元年度活動予定
· SPCシンポジウム「血管・リンパ管研究の最前線」の準備


癌と血栓部会：部会長　畑　泰司

平成30年度活動報告
· がんとVTE関連の最新知見のupdate
· 次年度におけるSPCシンポジウム内容について部会員で検討

令和元年度活動予定
· SPCシンポジウムの開催
テーマは「がん患者の血栓症における最新の動向－Recent trends for thrombosis in cancer patients －」
基礎と臨床の両面からの内容
1. Treatment strategy for disseminated intravascular coagulation syndrome associated with solid tumors 
東北大学病院腫瘍内科 
高橋　信先生
2. Cancer-associated thrombosis：from the point of view of basic research 
奈良県立医科大学血栓止血先端医学講座／Division of Hematology/Oncology, Department of Medicine, University of North Carolina at Chapel Hill,NC,U.S.A. 辰巳公平先生 
3. Diagnosis, treatment and prevention of cancer associated thrombosis in the guidelines 
公益財団法人がん研究会有明病院医療安全管理部 
保田知生先生 
4. Current status of and issues in management of cancer-associated thrombosis in Japanese patients 
公益財団法人がん研究会有明病院腫瘍循環器・循環器内科 
志賀太郎先生 
5. Mechanism and management of cancer-associated thrombosis 
大阪国際がんセンター成人病ドック科・腫瘍循環器外来 
向井幹夫先生


炎症・免疫と血栓部会：部会長　伊藤　隆史

平成30年度活動報告
· 第40回日本血栓止血学会学術集会において、SPCシンポジウム4『血栓症病態への好中球の関与を議論する−Discuss how neutrophils contribute to the pathogenesis of thrombotic diseases−』を開催し、日本血栓止血学会誌第29巻６号に報告した。

令和元年度活動予定
· 炎症・免疫と血栓に関する情報を部会として収集・交換し、適宜学会員に報告するとともに、次回以降の学術集会でのSPCシンポジウム開催に向けた企画の立案を行う。


凝固とその制御部会：部会長　家子　正裕

平成30年度活動報告
· 2018年第40 回日本血栓止血学会学術集会札幌大会にて、SPCシンポジウム「凝固とその制御：最近の話題」を開催した。また、各発表の要点を学会誌に報告して広く学会員に情報を発信した。

令和元年度活動予定
· 血栓止血学における「凝固とその制御」について最近の話題に関するトピックスを、学会員に適宜報告する。 
· 血栓止血学における凝固とその制御について最近の話題に関する論文・総説を専門の先生に依頼して日本血栓止血学会誌に掲載し、学会員に紹介する。


線溶とその制御部会：部会長　岡田清孝

平成30年度活動報告
· 第41回学術集会におけるSPCシンポジウム２『生体侵襲と線溶の基礎と臨床的展開―The basic and clinical research progress between biological invasion and fibrinolysis― 』の立案、企画

令和元年度活動予定
· 第41回日本血栓止血学会学術集会（三重）におけるSPCシンポジウム２『生体侵襲と線溶の基礎と臨床的展開―The basic and clinical research progress between biological invasion and fibrinolysis― 』の開催


血小板バイオロジー部会：部会長　井上　克枝

平成30年度活動報告
· 第40回日本血栓止血学会学術集会において、以下のシンポジウムを行った。
【シンポジウム2】血小板バイオロジー部会「血小板信号伝達研究と血小板 beyond
clotting role 研究の最前線」
· シンポジウムの成果をまとめ、広く学会員に情報発信した（日本血栓止血学会誌 2018; 29(6): 777-778）。

令和元年度活動予定
· 今後の日本血栓止血学会学術集会で行うシンポジウムを企画する。


抗血栓療法部会：部会長　矢坂　正弘

平成30年度活動報告
· SPCシンポジウムの準備

令和元年度活動予定
· 年次総会でSPCシンポジウム「注目すべき病態と抗血栓療法の進歩」実施予定


動物モデル部会：梅村　和夫

平成30年度活動報告
· 研究促進費の研究課題「肺血栓塞栓症モデルの開発」についての研究を進めた。
· その成果を2019年度日本血栓止血学会学術集会SPCシンポジウムで報告するための準備をした。

令和元年度活動予定
· 「肺血栓塞栓症モデルを用いた探索的研究」をテーマとしたSPCシンポジウムを開催する。
· SPCシンポジウムの中で研究促進費による研究成果を報告する。
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